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耳
を
澄
ま
す
と
虫
の
声
が
、
目
を
閉
じ

る
と
す
が
す
が
し
い
風
が
通
り
す
ぎ
ま
す
。

秋
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？ 

世
間
で
は
、
冷
凍
餃
子
、
賞
味
・
消
費
期

限
偽
装
、
産
地
偽
装
、
使
い
回
し
、
汚
染
米

な
ど
「
食
」
の
危
機
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
疑
い
も
な
く
頂
い
て
い
た
食
物
が
、
不
信

に
な
る
と
、
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
り
ま
す
。
生
産
者
、
消
費
者
お
互
い
の

信
頼
関
係
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
４
０
％

で
す
。
今
ま
さ
に
食
糧
問
題
を
考
え
る
時
期

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

仏
教
は
悪
い
こ
と
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

良
い
こ
と
を
し
ま
し
ょ
う
と
教
え
て
い
ま
す
。

自
分
が
さ
れ
て
嫌
だ
と
思
う
事
は
、
相
手
も

同
じ
よ
う
に
嫌
な
事
な
の
で
す
。
相
手
の
身

に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
思
い
や
り
、
い
た
わ

り
、
す
な
わ
ち
慈
悲
心
で
す
。 

仏
の
道
を
一
歩
で
も
進
む
よ
う
精
進
し
ま

し
ょ
う
。 

合
掌 

法 要 の ご 案 内   ９ ～ １ 月 

９月２０日（土）～２６日（金） 秋季彼岸 

９月２２日（月）午後１時 本山特派布教師法話  午後２時 大施餓鬼会（秋季彼岸会） 

当寺恒例の大施餓鬼会を厳修します。各家先祖代々霊と有縁無縁の諸霊に祈ります。法要に先立

ち、午後１時より本山特派布教師の法話を予定しております。 

     

１２月 ８日（月）成道会・納め薬師 午前６時 

 お釈迦様が悟りを開かれた日です。この日は、

「仏生会(４月８日)」、「涅槃会(２月１５日)」に並び、

仏教寺院で大切にされている日です。薬師粥奉

仕があります。 

１２月３１日（水）除夜の鐘 午後１１時３０分より 

百八の数は私たちの心の迷いである「百八煩

悩」に由来し、鐘を撞くことで往く年を反省し、来る

年に希望を託して除災招福を祈ります。 

境内を万灯で荘厳する予定です。 

     

１月１日（木）元朝大護摩修行 午前０時・午前１１時 

ご本尊さまとご先祖さまに年頭の挨拶をし、元

朝大護摩で一年の加護をご本尊さまに祈念しま

す。お時間に都合をつけて、ご来寺の上、ご焼香

ください。 

１月８日（木）初薬師・鹿沼招福七福神縁日 午前６時 

新年初めてご本尊薬師瑠璃光如来様、鹿沼招

福七福神様のご縁日です。また、勤行後は薬師

粥のご奉仕もございます。 

菩 提 寺 の 行 事 に 参 加 し ま し ょ う 



薬 王 寺 ・ 円 明 院  定 例 総 代 ・ 役 員 会  報 告 

６月１７日に「平成２０年度総代・世話人代表会」を行い、午後に「平成１９年度薬王寺・円明院定例

総代・役員会」が開催され、前年度行事、決算等が報告されました。 

今後も、責任役員会や総代会をはじめ、護持会で重要な議題が審議されていきます。 

薬 王 寺 ・ 円 明 院 本山団体参拝 報告 

６月２３日から二泊三日の行程で、京都総本山智積院へ参拝に行きました。参加者２５名。 

２４日の朝には、十善戒の写経に続き、金堂にてご先祖様のご供養を、明王殿にて護摩祈祷をして参り

ました。１５０名を超える僧侶の読経の声が体全体に響き渡り、自然に涙があふれ、感無量の時を過ご

しました。この感動を少しでも多くのお檀家様に味わって頂きたく思います。また小浜の町を訪れ、渡岸

寺、明通寺などをお参りし、楽しく参加者と懇親を深めました。毎年、６月中旬に企画をします。 

      

寺 子 屋 報告 初盆仏供養会 報告 

小学生２７名が参加。勉強に読経、清掃、写仏と、

楽しく充実した日でした。毎年７月３１日です。 

初盆を迎えたご精霊さまを懇ろにご供養いたし

ました。 

        

盂  蘭  盆  会 《 迎え盆・送り盆法要 》 報告 

「迎え盆法要」仏様をお迎えする前に、ご本尊

様にご焼香いただき、お迎え報告をしてからご自

宅にお迎えする法要です。８月１３日午前１０時に

沢山の方がご焼香くださる中、厳修しました。 

「送り盆法要」ご先祖様をお迎えし、楽しいお盆

を過ごすことができました。という報告をする法要

です。８月１６日午前１０時、午後２時、そして、豪

雨の中午後６時過ぎと３回厳修いたしました。 

      

一 口 法 話  〈 お か げ さ ま で 〉   第 ５ 回   「成仏 その２」 

今回は、三番目の行 羼提波
せんだいは

羅
ら

蜜
みつ

  忍辱波
にん に く は

羅
ら

密
みつ

 堪え忍ぶこと、すべてをゆるし感謝をすることです。 

毎週水曜日には「みでしわれ、すべてをゆるし、なにごとも感謝し喜び、面白く思い、いつも笑顔を

消しません。」と唱えます。ニューヨークでの９，１１事件も恨みによる報復の結果です。この恨みを消す

のはどうしたらよいか？仏教では「恨みに報復を持って応ずれば、恨み消えず。恨みに徳をもって応

ずれば恨み消える。」と教えてくれます。耐える心、相手を許す心、何ごとも受け入れる心を持つと言う

ことです。それが徳であり、恨みを招くことはありません。いろいろな事が起きてきますが、笑顔で過ご

せるよう精進しましょう。                                                   合掌 

毎朝午前６時～朝の勤行／１２月３１日(水)午後１１時３０分 除夜の鐘／１月１日（木）午前０時・午前１１時 元朝大護摩修行 


